
JP 6283820 B2 2018.2.28

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ケーシングと、前記ケーシング内に配設されるインペラと、前記インペラを回転するモ
ータと、前記ケーシングに形成した２つの吐出管とを備え、前記ケーシングの内周壁の前
記２つの吐出管の間の位置に凸部を設け、前記凸部の両端部は、前記吐出管の管路内に位
置させ、インペラの回転軸から見て、前記凸部の端部近傍において、前記凸部の端部と前
記ケーシングの内周壁とをつなぐ壁面を有することを特徴とするポンプ装置。
【請求項２】
　前記凸部の端部は、前記インペラの回転軸と略平行であることを特徴とする請求項１に
記載のポンプ装置。
【請求項３】
　前記凸部の端部は、先端から前記吐出管の入口側に向かって傾斜していることを特徴と
する請求項１または２に記載のポンプ装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ケーシングに２つの吐出管が設けられたポンプ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、ケーシングに２つの吐出管を備え、インペラの正転、逆転により、流体を選
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択的に選択した吐出管から吐出する構成が提案されている。また、一方の吐出管から吐出
する際に、他方の吐出管からの漏れを抑制する為に、ケーシングの内周壁において、２つ
の吐出管に挟まれた位置に切換弁を設ける構成が提案されている（特許文献１）。また、
２つの吐出管に挟まれた位置に凸部を設ける構成が提案されている(特許文献２)。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－４７２８８号公報
【特許文献２】特開平１０－４３１１９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１の構成は、吐出側の選択に、回動式の切換弁を用いている。このような構成
では、流体に異物が混入した場合、回動部の隙間に異物が詰まり、切換弁の機能が損なわ
れる恐れがある。
【０００５】
　特許文献２は、吐出側の選択に、凸部を利用した簡単な構成であるが、流体の選択性（
他方からの漏れを抑制する性能）が不十分である。
【０００６】
　本発明は、２つの吐出管を備えるポンプ装置において、簡単な構成で、かつ効率良く、
流体を選択的に吐出すると共に、異物詰まりを抑制することのできるポンプ装置を提供す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記従来の課題を解決するために、本発明のポンプ装置は、ケーシングと、前記ケーシ
ング内に配設されるインペラと、前記インペラを回転するモータと、前記ケーシングに形
成した２つの吐出管とを備え、前記ケーシングの内周壁の前記２つの吐出管の間の位置に
凸部を設け、前記凸部の両端部は、前記吐出管の管路内に位置させ、インペラの回転軸か
ら見て、前記凸部の端部近傍において、前記凸部の端部と前記ケーシングの内周壁とをつ
なぐ壁面を有するものである。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明に係るポンプ装置は、簡単な構成かつ効率良く、流体を選択的に吐出すると共に
、異物詰まりを抑制することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施形態におけるポンプ装置の外観図
【図２】同ポンプ装置の断面図
【図３】同ポンプ装置のケーシングとインペラとの位置関係を示す断面図
【図４】同図３のＡ－Ａ断面図
【図５】同ポンプ装置のケーシングとインペラとの位置関係を示す斜視図
【図６】同ポンプ装置のケーシングの上面図
【図７】同ポンプ装置のケーシングの正面図
【図８】同ポンプ装置のケーシングの斜視図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、図面を参照しつつ、例示的なポンプ装置を説明する。
【００１１】
　図１は、本発明の実施形態におけるポンプ装置１の外観図。図２は同ポンプ装置１の断
面図である。ポンプ装置１は、ケーシング２、インペラ３、モータ４、モータケース５、
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で構成されており、インペラ３の回転方向を切り換える制御手段を備えている。また、ケ
ーシングは、吸込口１０と、２つの吐出管（第１吐出管１１および第２吐出管１２）を備
えている。
【００１２】
　図３は、ポンプ装置１のケーシング２とインペラ３の位置関係を示す図である。第１吐
出管１１および第２吐出管１２は、インペラ３を径方向外側で囲むケーシング２の周壁か
ら伸びている。インペラ３がＣＣＷ方向に回転すると、流体は、吸込口１０から吸込まれ
、遠心力によって水に圧力と速度が与えられて、第１吐出管１１から吐出される（図４参
照）。同様に、インペラ３がＣＷ方向に回転すると、流体は第２吐出管１２から吐出され
る。
【００１３】
　図６は、ケーシング２の上面図である。ケーシング２の内周壁１５において、第１吐出
管１１および第２吐出管１２に挟まれた位置に凸部２０が形成されている。インペラ３の
回転方向ＣＣＷおよびＣＷにおける凸部２０の第１端部２１および第２端部２２は、それ
ぞれ、吐出管の軸線方向において、第１吐出管１１の第１内周面１３より内側（管路内）
に、第２吐出管１２の第２内周面１４より内側（管路内）に位置するように形成されてい
る。また、凸部２０の第１端部２１及び第２端部２２は、先端部分から第１吐出管１１及
び第２吐出管１２の入口側に向かって傾斜した形状に形成している。
【００１４】
　凸部２０の第１端部２１および第２端部２２は、それぞれ、吐出管の軸線方向において
、第１吐出管１１の第１内周面１３より内側（管路内）に、第２吐出管１２の第２内周面
１４より内側（管路内）に位置するように形成し、凸部２０の第１端部２１及び第２端部
２２は、先端部分から第１吐出管１１及び第２吐出管１２の入口側に向かって傾斜した形
状に形成している。これにより、インペラ３の回転による流体を第１吐出管１１、または
第２吐出管１２に向けて案内し、効率を向上することができる。また、インペラ３の回転
方向と逆方向の吐出管への流体の流れ抑制することができ、インペラ３の回転方向側の吐
出管へ流体を効率よく送ることができる。
【００１５】
　本構成によれば、他方の吐出管からの漏れを抑制しながら、流体を選択的に吐出させる
ことができる。また、切換弁などの回動部が無いので、異物つまりを抑制することができ
る。
【００１６】
　第１吐出管１１の内径Ｄ１は、第２吐出管１２の内径Ｄ２よりも大きく形成されている
（本実施形態では、Ｄ１＝約１９ｍｍ、Ｄ２＝約１４ｍｍ）。第１閉塞部３１を吐出管の
軸線方向から見た時の閉塞面積Ｓ１は、第２閉塞部３２を吐出管の軸線方向から見た時の
閉塞面積Ｓ２よりも大きくなるように形成されている（本実施形態では、Ｓ１＝約１４５
ｍｍ２、Ｓ２＝約１１４ｍｍ２）。これにより、他方からの漏れを抑制しつつ、効率良く
流体を吐出することができる。
【００１７】
　図５はケーシング２の正面図および斜視図である。第１端部２１および第２端部２２は
、インペラ３の回転軸と略平行であるように形成されている。これにより、ケーシング２
を樹脂成形する場合、凸部２０をインペラ３の回転軸方向から見た場合の第１端部２１お
よび第２端部２２にＲを付ける事ができるため、流体に糸くずが混入する洗濯機などにお
いて、異物つまりを抑制することができる。
【００１８】
　図８は、ポンプ装置１の斜視図である。凸部２０において、第１端部２１および第２端
部２２の近傍から、ケーシング２の第１内周面１３と第２内周面１４とを繋ぐ第１壁面４
１および第２壁面４２が形成されている。これにより、インペラ３がＣＣＷ方向およびＣ
Ｗ方向に回転すると、流体が、第１開口部５１および第２開口部５２に効率良く案内され
ると共に、他方からの漏れが抑制される。
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【符号の説明】
【００１９】
　１　ポンプ装置
　２　ケーシング
　３　インペラ
　４　モータ
　５　モータケース
　１０　吸込口
　１１　第１吐出管
　１２　第２吐出管
　１３　第１内周面
　１４　第２内周面
　１５　内周壁
　２０　凸部
　２１　第１端部
　２２　第２端部
　３１　第１閉塞部
　３２　第２閉塞部
　４１　第１壁面
　４２　第２壁面

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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